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らの集団の核型は、これまでに出版されている核型と類 

似していた。 3倍体の24の染色体が2倍体のみが以前に 

報告されていた場所で観察され、内部倍数性が示唆され 

る0

Laboratory Host Range Studies with a Leaf- 

Mining Duckweed Shore Fly(M.Mansor & G.R. 

Buckingham)

フロリダのアオウキクサの仲間(Lemna s p p .)か 

ら採集された双翅目の食葉性ハエ QLemnaphlla 

scotlandae G resson)について、19種の水草と1種の 

藻類を用いた二者選択産卵実験（ 2種の植物をひとつの 

容器に入れてどちらを選ぶかを見る）を行った。卵はウ 

キクサ科の6 種に産みつけられたに過ぎなかった。これ 

らの種のうち3 種のみで幼虫が成虫にまで成長し、 3 種 

すべてがウキクサの仲間であった。非選択産卵実験（ひ 

とつの容器に1種植物）では、イボウキクサやチリウキ 

クサに比べてコウキクサに、より多くの卵が産みつけら 

れた。この食葉性のハエは、アオウキクサ属の生物制御 

の潜在的な候補者と考えられる0

Eurasian Watermilfoil Seed Ecology From an 

Oligotrophic and Eutrophic Lake (J. D. Madsen 

& C. W. Boylen)

ホザキノフサモの分布拡大における種子の役割を調べ 

たが、野外でどの程度重要な役割を果たしているかは、 

まだはっきりと断定できなかった。分布拡大における種 

子の相対的な重要性を決める一番の要素のひとつは、底 

質の栄養塩の状態およびすベての生産力を支配する水の 

アルカリ度（水中の無機炭素量）という点での、その場 

所の肥沃度であろう。この他の要素、たとえば花穂の密 

度や雄花の密度なども種子の生産に重要だろう。花への 

分配は、水深、現存量、生産量、利用可能な底質中の栄 

養塩量、攪乱、被食によっても影響を受けるだろう。

(國井秀伸訳）
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